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財政と公共政策　第 34 巻第 2号（通巻第 52 号）2012 年 10 月
勝手に言ってしまったところもありますけれども，そんなことがあって 5年間ずっとやってき
ました．













































































































































































































































































財政と公共政策　第 34 巻第 2号（通巻第 52 号）2012 年 10 月
提言内容がレポートとして活用されて，質の高いものが出てきて，県民にも議論され，支持さ
れるようになってくると，これは権威を持つようになりますから，そうすると，やはり県庁内
の他部局，あるいは県議会における議論に，おのずと影響力を持ちだすようになるのではない
かと思います．
今日は，こういったことを感じさせられましたし，そういう意味で，長谷川さんが指摘され
たキャパシティービルディングの議論とも，この論点はまったく軌を一にします．そういった
ところまで含めて，財政民主主義とは何かを考えさせてくれたという意味で，非常に有益な議
論だったのではないかと思います．
以上でもって，私の締めのあいさつとさせていただきたいと思います．皆さん，本当に今日
は長丁場の議論にお付き合いいただき，どうもありがとうございました．
（終了）
